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９月定例村議会 開催

　

9
月
定
例
村
議
会
が
9

月
16
日
㈫
～
19
日
㈮
に
開

催
さ
れ
、
今
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
な
ど
議
案
15

件
、
報
告
１
件
、
意
見
書

3
件
を
可
決
承
認
し
、
閉

会
し
ま
し
た
。

　

明
和
善
一
郎
、
川
﨑
和

夫
、
森　

弘
秋
、
山
﨑
知

信
の
各
氏
が
行
っ
た
一
般

質
問
の
概
要
は
以
下
の
と

お
り
で
す
。

質
問　

剪
定
枝
等
の
収
集
実
績
及
び
堆
肥
化

の
成
果
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
長　

8
月
末
ま
で
に
10
回
の
収

集
し
、
約
4
ｔ
回
収
し
た
。
回
収
し
た
剪
定

枝
は
ウ
ッ
ド
チ
ッ
プ
化
し
、
堆
肥
と
し
て
リ

サ
イ
ク
ル
で
き
る
よ
う
各
種
調
査
を
2
回
実

施
し
、
堆
肥
の
熟
度
を
測
定
し
た
。
土
壌
中

に
存
在
す
る
Ｅ
Ｃ
値
は
基
準
値
内
で
あ
り
、

こ
の
堆
肥
を
利
用
し
た
野
菜
の
生
育
も
良
か

っ
た
。
来
年
度
に
は
希
望
者
に
無
償
配
布
を

検
討
し
て
い
る
。
今
後
も
村
民
の
皆
様
の
ご

み
の
減
量
化
・
再
資
源
化
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

質
問　

地
域
包
括
支
援
対
応
に
つ
い
て

生
活
環
境
課
長　

来
年
4
月
か
ら
の
「
地
域

包
括
的
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
を
本
格
的
に
推
進

す
る
に
あ
た
り
、
高
齢
者
の
通
い
の
場
や
集

い
の
場
づ
く
り
が
重
要
と
な
り
、
そ
れ
に
は
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
や
元
気
高
齢
者
・
地
域

住
民
が
支
援
を
要
す
る
高
齢
者
を
支
え
る
地

域
づ
く
り
が
必
要
で
あ
る
。
村
で
は
「
舟
橋

村
健
康
構
想
」
の
も
と
、「
健
康
相
談
窓
口
」

の
開
設
、
子
育
て
世
代
の
交
流
促
進
・
異
世

代
交
流
を
目
的
の
「
子
育
て
カ
フ
ェ
」、
エ
イ

ジ
レ
ス
世
代
の
地
域
で
の
居
場
所
・
生
き
が

い
づ
く
り
を
目
的
の
「
ケ
ア
ウ
ェ
ル
カ
フ
ェ
」

を
開
催
す
る
。
健
康
相
談
窓
口
の
利
用
率
・

相
談
窓
口
常
駐
化
、
地
区
サ
ロ
ン
の
常
設
、

舟
橋
会
館
の
有
効
活
用
に
つ
い
て
、
現
状
の

サ
ー
ビ
ス
で
満
足
は
し
て
い
な
い
が
、
事
業

の
成
果
を
意
識
し
、「
住
ん
で
良
か
っ
た
と
思

え
る
村
づ
く
り
」
が
実
現
で
き
る
よ
う
職
員

一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
い
く
。

質
問　

河
川
等
の
増
水
に
係
る
危
険
個
所
の

総
点
検
並
び
に
そ
の
対
策
に
つ
い
て

生
活
環
境
課　

村
内
に
は
県
管
理
の
2
級
河

川
と
し
て
白
岩
川
、
細
川
、
京
坪
川
、
八
幡

川
が
あ
る
。
村
で
は
河
川
の
危
険
箇
所
を
調

査
し
、
県
に
浚
渫
や
護
岸
の
修
繕
等
の
要
望

を
し
て
い
る
。
県
は
緊
急
性
を
考
慮
し
た
上

で
改
修
工
事
を
行
っ
て
い
る
。
村
で
は
、
自

治
会
要
望
に
よ
り
村
内
の
用
排
水
路
を
逐
次

改
善
し
て
い
る
。
ま
た
、
平
成
19
年
度
に
作

成
し
た
洪
水
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に
よ
り
、

河
川
の
氾
濫
に
よ
る
浸
水
の
危
険
性
に
つ
い

て
把
握
し
て
い
る
が
、
防
災
対
策
は
、
行
政

力
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
の
皆
様
の
協
力
も

不
可
欠
で
あ
る
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
の
用
排

水
路
の
清
掃
等
、
地
域
全
体
で
防
災
力
を
高

め
る
こ
と
も
必
要
で
あ
り
、
ご
理
解
ご
協
力

を
お
願
い
し
た
い
。

質
問　

村
の
事
業
の
検
証
に
つ
い
て

村
長　

村
の
実
施
す
る
事
業
に
は
、
そ
れ
ぞ

れ
に
目
的
が
あ
り
手
法
が
あ
る
。
事
業
実
施

後
は
、
よ
り
効
果
的
な
事
業
と
な
る
よ
う
、
Ｐ

Ｄ
Ｃ
Ａ（
計
画
・
実
行
・
点
検
・
改
善
）サ
イ

ク
ル
の
検
討
が
重
要
で
あ
り
、
村
で
は
こ
の

体
制
が
十
分
で
な
か
っ
た
た
め
、
平
成
24
年

度
か
ら
富
山
大
学
の
協
力
に
よ
り
、
若
手
職

員
を
中
心
と
し
た
職
員
研
修
を
実
施
し
て
き

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
を
実
施
し
て
き
て
い

る
が
、
村
が
目
指
し
て
い
る
自
助
・
共
助
・

公
助
の
住
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
ま
だ

道
半
ば
で
あ
る
と
実
感
し
て
お
り
、
粘
り
強

く
実
現
に
向
け
努
力
し
て
い
く
。
ま
た
、
議

会
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
進
捗
を
報
告

し
、
情
報
共
有
を
図
り
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
。

◦一般会計
　　補正額　2,444万3,000円の増額
　　（累計 16億1,914万5,000円）
〈主な補正〉
・管内写真図作成業務費� 297万円
・集落営農強化推進事業補助金� 300万円
・村道舟橋駅寺田線整備事業費� 966万3千円

一
般
質
問
の
主
な
も
の

平成26年度補正予算

［人事案件］・人権擁護委員　酒 井 幸 子氏（舟橋）
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村内ニュース
　

舟
橋
寿
会
が
、
富
山
県
警
察
本
部

か
ら
平
成
26
年
第
1
期（
4
月
～
6

月
）
無
事
故
コ
ン
ク
ー
ル
で
無
事
故

を
達
成
し
た
の
で
表
彰
さ
れ
、
森
弘

秋
会
長
、
明
和
俊
一
副
会
長
が
金
森

村
長
を
訪
問
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
高

齢
者
無
事
故
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
県
内

１
９
５
小
学
校
区
対
抗
で
、
高
齢
者

の
人
身
事
故
（
ケ
ガ
の
あ
る
事
故
）

を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
に
今
年
度
か

ら
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
無
事

故
を
目
指
し
、
夜
間
の
外
出
時
に
は

反
射
材
を
つ
け
る
な
ど
、
交
通
安
全

に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　県内の小学生が日頃の問題意識をもとに自分たちで調
査・議論し、様々なテーマで県政に提案を行う「子ども
とやま県議会」。参加した舟橋小学校 6 年生の髙田朱里
さんが金森村長、髙野教育長を訪問し、議会活動報告を
しました。髙田さんは「明日へつなぐ・役立つ とやま未
来委員会」に所属。小学生ならではの視点から議論を深
め、県政への提案をまとめました。

　青空のもと、「燃えろ　舟中魂！ ～熱き想いを魅せつけろ！～」をスローガンに、
舟橋中学校（島瀬英智校長）の「第65回体育大会」が開催されました。「赤」「黄」「青」
3 団の選手はそれぞれが一致団結し、全17種目に汗を流しました。

　

中
秋
の
名
月
の
直
前
、

舟
橋
村
立
図
書
館
で
お
月

見
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
蔵
書
に
囲
ま

れ
た
中
で
、
約
１
５
０
名

の
皆
さ
ん
が
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
と
ト
ロ
ン
ボ
ー
ン
の
明

る
く
優
し
い
音
色
を
楽
し

み
ま
し
た
。
会
場
に
は
ス

ス
キ
が
飾
ら
れ
、
秋
ら
し

い
雰
囲
気
を
演
出
。
楽
器

演
奏
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
子
供
た
ち
が
楽
し

そ
う
に
楽
器
に
触
れ
、
自

分
で
音
を
出
す
な
ど
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
を
過
ご
し

ま
し
た
。

８月26日㈫

高
齢
者
無
事
故

コ
ン
ク
ー
ル
で

受
賞

９月６日㈯

舟
橋
中
学
校

体
育
大
会
�

９月６日㈯

図書館でお月見コンサート

９月１日㈪

子どもとやま県議会報告会

���������������
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村内ニュース

扶養親族の
人数

国民年金加入者
所得制限基準額

（万円）

厚生年金等加入者
所得制限基準額

（万円）
０人 ４６０．０ ５３２．０
１人 ４９８．０ ５７０．０
２人 ５３６．０ ６０８．０
３人 ５７４．０ ６４６．０
４人 ６１２．０ ６８４．０
５人 ６５０．０ ７２２．０

　

村
で
は
毎
年
、「
敬
老
の

日
」
を
祝
う
高
齢
者
慰
問
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
今

年
は
9
月
11
日
㈭
に
米
寿

（
88
歳
）を
迎
え
ら
れ
た
松
田

秀
雄
さ
ん（
舟
橋
）、
稲
田
ミ

ツ
ヱ
さ
ん（
稲
荷
）に
金
森
村

長
が
、
ご
自
宅
を
訪
問
し
、

村
・
県
か
ら
の
お
祝
い
状
や

記
念
品
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
傘
寿（
80
歳
）を
迎

え
ら
れ
た
皆
さ
ん
に
は
、
各

地
区
の
民
生
委
員
の
皆
さ
ん

が
村
か
ら
の
お
祝
い
品
を
お

届
け
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご

長
寿
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

おめでとうございます米

　

未
就
学
の
お
子
さ
ん
の
医
療
費
を

助
成
し
て
い
ま
す
。（
毎
年
10
月
に

更
新
し
ま
す
。該
当
さ
れ
る
方
に
は
、

受
給
資
格
証
を
送
付
し
ま
す
。）
受

給
資
格
証
を
使
用
で
き
る
の
は
、
中

新
川
郡
、
富
山
市
内
の
医
療
機
関
に

限
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
の
医
療
機
関
で
受
診
さ
れ

た
場
合
は
、
い
っ
た
ん
医
療
費
を
支

払
っ
て
い
た
だ
き
、
後
日
指
定
の
口

座
に
振
り
込
み
ま
す
の
で
、
生
活
環

境
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
、申
請
書
、領
収
書
、印
鑑
、

保
険
証
、
保
護
者
の
口
座
番
号
の
わ

か
る
も
の
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

小
学
生
・
中
学
生
の
お
子
さ
ん
の

医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
医
療

機
関
で
い
っ
た
ん
医
療
費
を
支
払
っ

て
い
た
だ
き
、
後
日
指
定
の
口
座
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
、
生
活
環
境
課

窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請

に
は
、
申
請
書
、
領
収
書
、
印
鑑
、

保
険
証
、
保
護
者
の
口
座
番
号
の
わ

か
る
も
の
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

Ｑ
１
　
医
療
費
助
成
は
誰
で
も

　
受
け
ら
れ
る
の
？

　

未
就
学
の
お
子
さ
ん
、
小
学
生
・

中
学
生
、
い
ず
れ
も
医
療
費
の
助
成

を
受
け
る
に
は
所
得
制
限
が
あ
り
ま

す
。
左
の
表
の
所
得
制
限
基
準
額
を

超
え
る
所
得
が
あ
る
場
合
は
対
象
と

な
り
ま
せ
ん
。

※所得税法に規定する老人控除対象配偶者または老人扶養親族がいる方
の基準額は、１人につき６万円を上記の額に加算した額。

Ｑ
２
　
ど
ん
な
医
療
費
で
も

　
助
成
対
象
に
な
る
の
？

　

対
象
と
な
る
の
は
、
保
険
診
療
に

よ
る
入
院
・
通
院
分
で
す
。

　

領
収
書
に
「
保
険
診
療
外
」「
保

険
外
」「
そ
の
他
」
と
表
示
さ
れ
た

医
療
費
に
つ
い
て
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。（
例
：
歯
科
の
フ
ッ
素
塗
布

費
用
、
薬
剤
の
容
器
代
、
予
防
接
種

費
用
な
ど
）

Ｑ
３
　
申
請
の
際
に
添
付
す
る

　
領
収
書
は
、
原
本
で
な
け
れ

　
ば
い
け
ま
せ
ん
か
。

　

領
収
書
は
原
本
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
健
康
保
健
組
合
か
ら
送
付
さ
れ

て
き
た
医
療
費
通
知
で
申
請
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

Ｑ
４
　
医
療
費
助
成
の
申
請
を
忘

れ
て
い
ま
し
た
。
遡
っ
て
申
請

す
る
こ
と
は
で
き
ま
す
か
。

　

未
就
学
の
お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は

5
年
前
ま
で
遡
っ
て
申
請
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
小
学
生
・
中
学
生
の

お
子
さ
ん
に
つ
い
て
は
医
療
費
助
成

を
開
始
し
た
年
月
（
小
学
生
は
平
成

22
年
4
月
診
療
分
・
中
学
生
は
平
成

25
年
4
月
診
療
分
）
ま
で
遡
っ
て
申

請
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

小
学
生
・
中
学
生
の

お
子
さ
ん

未
就
学
の
お
子
さ
ん

医
療
費
助
成
に
つ
い
て
よ
く

あ
る
質
問

お
子
さ
ん
の
医
療
費
を
助
成
し
て
い
ま
す
！

寿
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村
史
に
拾
う
⑤

♦
「
お
東
」「
お
西
」

　

村
内
で
聞
き
取
り
調
査
を
し
て
い
た
と

き
、
何
度
も
質
問
さ
れ
た
の
が
、「
舟
橋
村

に
は
お
東
の
寺
し
か
な
い
の
は
な
ぜ
？
」

「
お
東
と
お
西
は
ど
う
違
う
の
？
」で
あ
っ

た
。

　

確
か
に
舟
橋
村
の
寺
院
は
６
ヶ
寺
。
そ

の
う
ち
浄
土
真
宗
の
「
お
東
」（
正
式
に

は
真
宗
大
谷
派
…
東
本
願
寺
）
の
寺
院
が

５
ヶ
寺
（
内
1
ヶ
寺
は
平
成
16
年
廃
寺
）、

浄
土
宗
が
１
ヶ
寺
で
あ
る
。

　

昭
和
３
年
の
『
舟
橋
村
誌
』
に
は
地
区

別
宗
派
戸
数
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
全
戸

数
２
０
９
、
お
東
１
０
２
、
お
西
（
正

式
に
は
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
…
西
本
願

寺
）
82
、
曹
洞
宗
７
、
浄
土
宗
９
、
日
蓮

宗
８
、
真
言
宗
１
で
あ
る
。
２
０
９
戸
の

内
１
８
４
戸
が
浄
土
真
宗
で
そ
の
割
合
は

88
・
０
％
、
富
山
県
全
体
で
は
約
70
％
が

浄
土
真
宗
で
「
真
宗
王
国
」
と
い
わ
れ
る

所
以
で
あ
る
。（
東
・
西
の
割
合
は
ほ
ぼ

目
達
如
上
人
（
１
７
９
０
～

１
８
６
５
）
の
「
ご
消し

よ
う
そ
く息
（
手

紙
）」
が
あ
る
。
ご
消
息
は
、

仏
具
・
巡
回
帳
な
ど
が
入
っ
た

黒
い
塗
り
の
箱
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
毎
年
2
月
か
ら
4
月
ま

で
、
現
在
の
舟
橋
村
、
立
山
町
、

上
市
町
、
滑
川
市
、
富
山
市
の

各
地
区
を
巡
回
し
て
い
た
。
宛

名
が
「
新
川
郡
四
十
九
ヶ
寺

二
十
二
日
小こ

よ
り
こ
う
じ
ゆ
う

寄
講
中
へ
」
と
あ

り
、
当
初
は
49
ヶ
寺
の
寺
院
が

関
係
し
て
い
た
。「
講
」
は
浄

土
真
宗
の
大
事
な
集
会
で
、
お

互
い
が
信
心
を
語
り
合
う
と
と

も
に
、
親
睦
を
深
め
る
も
の
で

あ
っ
た
。
本
願
寺
8
代
目
の
蓮
如
上
人
が
、

わ
か
り
や
す
く
信
仰
内
容
を
人
々
に
知
ら

せ
る
た
め
に
、
多
く
の
「
御お

文ふ
み

（
手
紙
）」

を
書
い
た
こ
と
に
始
ま
る
。

　

連
々
講
は
、
現
在
も
一
部
の
地
区
で
行

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
数
は
少
な
い
。

　

今
回
の
調
査
で
、
昭
和
28
年
の
巡
回
記

録
が
見
つ
か
っ
た
。
2
月
4
日
の
沢
端
地

区
（
立
山
町
）
に
始
ま
り
、
4
月
3
日
の

安
蔵
寺
地
区
（
現
富
山
市
・
旧
大
山
町
）

ま
で
、
１
３
９
地
区
を
巡
回
し
て
い
る
。

現
在
廃
村
や
無
住
に
な
っ
て
い
る
地
区
も

多
く
あ
り
、
確
か
に
人
々
が
住
み
、
信
仰

生
活
を
送
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
貴
重
な

資
料
と
い
え
る
。
詳
し
く
は
村
史
に
掲
載

予
定
。

◦
役
場
資
料

　

役
場
の
収
蔵
庫
に
は
、
神
社
・
寺
院
に

関
係
す
る
資
料
と
し
て
、「
神
社
明
細
帳
」

（
明
治
12
年
の
書
き
上
げ
を
も
と
に
加
筆
・

訂
正
あ
り
）、「
神
職
、
氏
子
（
崇
敬
者
）

総
代
、
氏
子
（
崇
敬
者
）
名
簿
」（
一
部

の
神
社
の
名
簿
で
、
昭
和
2
年
の
日
付
あ

り
）、「
氏
子
総
代
届
綴
」（
大
正
6
年
）、「
寺

院
臺
帳
」（
昭
和
17
年
）、「
宗
教
法
人
届
」

（
昭
和
27
年
）
が
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
資
料
を
活
用
し
つ
つ
、
舟
橋
村
の
人
々

の
信
仰
生
活
を
明
ら
か
に
で
き
れ
ば
と
考

え
て
い
る
。

人
々
の
信
仰
生
活

髙
谷
純
夫
（
た
か
た
に
す
み
お
）

元
高
岡
南
高
校
長
。
等
通
寺
住
職
。『
婦

中
町
史
』
執
筆
。
神
社
と
寺
院
を
担
当
。

舟
橋
村
在
住
。

村
史
編
さ
ん
委
員
　
髙
谷
純
夫

半
々
）

 

さ
て
、「
お
東
」「
お
西
」
で
あ
る
。
今
、

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ
で「
軍
師
官
兵
衛
」

を
放
送
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
に
織
田
信

長
と
戦
っ
た
本
願
寺
11
代
の
顕け

ん
に
よ如

上
人
が

出
て
く
る（
石
山
合
戦
）。信
長
と
の
和
議

が
成
立
し
た
後
、
本
願
寺
は
豊
臣
秀
吉
か

ら
京
都
七
条
堀
川
の
土
地
を
寄
進
さ
れ
、

本
願
寺
が
再
興
さ
れ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、

顕
如
上
人
が
亡
く
な
ら
れ
、
長
男
の
教き

よ
う
に
よ如

上
人
が
継
承
し
た
が
、
母
で
あ
る
如に

よ
し
ゆ
ん
に

春
尼

が
三
男
の
准じ

ゆ
ん
に
よ如

上
人
の
継
承
を
秀
吉
に
訴

え
、
教
如
上
人
は
隠
居
。
１
６
０
２
年
、

教
如
上
人
は
徳
川
家
康
か
ら
烏か

ら
す
ま丸

六
条
の

土
地
を
与
え
ら
れ
、
新
し
い
本
願
寺
が
成

立
。
こ
れ
以
降
、
東
本
願
寺
（
教
如
）
と

西
本
願
寺
（
准
如
）
に
分
か
れ
、
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
全
国
各
地
の
真
宗
寺
院
も

東
西
に
分
か
れ
、
同
じ
寺
号
で
東
西
に
分

か
れ
た
寺
院
も
あ
る
。

　

舟
橋
村
に
は
お
東
の
寺
院
し
か
な
い

が
、
周
辺
の
富
山
市
、
立
山
町
、
上
市
町
、

滑
川
市
の
お
東
・
お
西
の
門
徒
が
多
く
、

広
域
的
に
見
れ
ば
不
思
議
な
こ
と
と
は
い

え
な
い
。

♦
連れ

ん

々れ
ん

講こ
う

（
通
称
「
ご
書し
よ

は
ん
」）

　

竹
内
の
無
量
寺
に
は
、
東
本
願
寺
20
代

親鸞聖人像（海老江等通寺蔵）
（寄木造玉眼入欅材 江戸中期）
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●
舟
橋
中
学
校
の
学
力
調
査
の
平
均
正
答

率
は
、
国
語
、
数
学
と
も
に
全
国
平
均
と

比
較
し
て
お
よ
そ
10
％
前
後
上
回
っ
て
い

ま
す
。
国
語
で
は
資
料
を
比
較
し
、
要
旨

を
捉
え
る
問
題
、
数
学
で
は
図
形
の
性
質

の
証
明
、
グ
ラ
フ
の
解
釈
の
問
題
な
ど
に

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
学
習
状
況
調
査
で

は
、
授
業
の
予
習
が
少
な
い
、
失
敗
す
る

こ
と
を
お
そ
れ
る
傾
向
や
将
来
の
夢
や
目

標
を
も
っ
て
い
る
生
徒
が
少
な
い
な
ど
の

課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
今
後
は

予
習
の
習
慣
化
を
図
っ
た
り
夢
や
目
標
を

も
っ
て
生
き
る
こ
と
の
大
切
さ
や
困
難
な

こ
と
に
挑
戦
す
る
勇
気
を
培
っ
た
り
し
て

い
き
ま
す
。
舟
橋
中
学
校
が
顕
著
と
い
う

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
全
国
的
な
傾

向
と
し
て
、
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
使
用
時
間
が
長
い
ほ
ど
成
績
が
低
い

傾
向
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
事
情

が
あ
っ
て
お
子
さ
ん
に
持
た
せ
る
場
合
で

も
、
使
用
時
間
等
の
ル
ー
ル
を
取
り
決
め

た
上
で
使
用
さ
せ
る
な
ど
、
適
切
な
使
用

に
な
る
よ
う
ご
家
庭
で
の
ご
指
導
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
地
域
社
会

で
の
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
へ

平
成
26
年
度
の

全
国
学
力･

学
習
状
況
調
査
を
受
け
て
の
結
果
と
課
題

お
よ
び
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

舟
橋
村
教
育
委
員
会

　
全
国
学
力･

学
習
状
況
調
査
は
、
義
務
教
育
の
機
会
均
等
と
教
育

水
準
の
向
上
を
図
る
た
め
、
全
国
的
な
児
童
生
徒
の
学
力
や
学
習
状

況
を
把
握
し
て
施
策
に
生
か
す
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
す
。
舟
橋
村

立
舟
橋
小･

中
学
校
か
ら
の
報
告
を
も
と
に
調
査
結
果
の
一
端
を
村

民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
今
後
と
も
舟
橋
村
の
教
育
施

策
に
尚
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

【
実
施
概
要
】

実
施
期
日　

平
成
26
年
4
月
22
日

（火）

調
査
内
容　

教
科
に
関
す
る
調
査
（
国
語
、
算
数
・
数
学
）、

　
　
　
　
　

質
問
紙
調
査
（
児
童
生
徒
、
学
校
）

実
施
児
童
生
徒
数　

小
学
校
6
年　

児
童
数
52
名

　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
校
3
年　

生
徒
数
39
名

の
参
加
を
勧
め
て
も
ら
っ
て
、
自
主
性
や

挑
戦
す
る
心
を
学
校
と
と
も
に
育
ん
で
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
舟
橋
小
学
校
の
学
力
調
査
の
平
均
正
答

率
は
、
お
お
む
ね
全
国
平
均
を
上
回
る
結

果
で
す
。
国
語
で
は
、
漢
字
の
読
み
書
き

や
、
話
合
い
の
観
点
を
整
理
し
た
り
、
質

問
の
意
図
を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
、
算
数

で
は
四
則
の
混
合
計
算
や
割
合
、
立
体
図

形
の
辺
と
面
の
位
置
関
係
を
把
握
す
る
こ

と
な
ど
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
学
習
状

況
調
査
か
ら
は
、
テ
レ
ビ
の
視
聴
や
ゲ
ー

ム
を
す
る
時
間
が
長
い
こ
と
や
自
己
肯
定

感
が
低
く
、
社
会
へ
の
帰
属
意
識
や
将
来

に
対
す
る
目
標
や
夢
を
も
つ
子
供
が
少
な

い
と
い
う
結
果
が
出
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

理
解
が
で
き
て
い
な
い
内
容
の
学
力
強
化

は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
今
後
は
自
信
を
も

て
る
よ
う
な
成
功
体
験
を
取
り
入
れ
た
教

育
活
動
を
今
ま
で
以
上
に
実
施
し
て
い
き

ま
す
。
ま
た
、
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム
に
費
や

す
時
間
を
減
ら
し
て
い
き
、
早
寝
早
起
き

な
ど
規
則
正
し
い
生
活
が
で
き
る
よ
う
家

庭
と
連
携
し
て
指
導
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
、
中
学
生
と
同

様
、
地
域
社
会
で
の
体
験
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
な
ど
を
通
じ
て
、
自
主
性
や
挑
戦

す
る
心
を
学
校
と
と
も
に
育
ん
で
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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舟橋文化スポーツクラブ

“バンドリー”講座カレンダー（１０月）
講　座　名 対　象 日 時　間 場　所 会員参加費（いずれかを選択）

ふれあいバドミントン 親子・一般
2日㈭・9日㈭
16日㈭・23日㈭
30日㈭

19：45〜
21：00 舟橋小学校体育館 200円/回 500円/月

キッズ
スポーツ 年中・年長 1日㈬・8日㈬

15日㈬・22日㈬
17：00〜
18：00 舟橋小学校体育館 2,000円/月

フラダンス 一 般 1日㈬・22日㈬
29日㈬

13：30〜
14：30 舟橋会館研修室4 500円/回

やさしいヨガ 一 般 7日㈫・14日㈫
21日㈫・28日㈫

10：00〜
11：00 舟橋会館大広間 300円/回

キンボール

小学生

1日㈬・8日㈬
15日㈬・22日㈬
29日㈬

18：30〜
20：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月
4日㈯・11日㈯
18日㈯

14：30〜
16：30

中学生以上

1日㈬・8日㈬
15日㈬・22日㈬
29日㈬

18：30〜
20：30

舟橋中学校体育館 200円/回 500円/月
4日㈯・11日㈯
18日㈯

15：00〜
18：30

会員限定

〈問い合わせ先〉

▲

バンドリー事務局（舟橋文化スポーツクラブ/舟橋中学校体育館内）
TEL・FAX 464−1456（留守時、転送）または090-3298-1456▲

舟橋村教育委員会（舟橋会館内）月〜金　8：30〜17：00　TEL 464−1126

受講対象者　障害者スポーツの振興に意欲のある方で、
平成26年 4 月 1 日現在で18歳以上の方

期日・会場　11月21日㈮、11月22日㈯
9 時～17時　富山県総合体育センター

12月 7 日㈰
13時～17時　（福）セーナー苑

12月13日㈯
9 時～17時　富山県総合体育センター

受 講 料　　無料。ただし、テキスト（「障害者スポーツ
指導教本」及び「全国障害者スポーツ大会
競技規則集」）代として、3,314円必要。

資格取得　　（公財）日本障害者スポーツ協会公認「初級
障害者スポーツ指導員」の資格取得申請が
できる。（ただし、認定料 2,000円、申請料
3,000円、及び登録料 3,500円が必要）

申込締切り　11月 4 日㈫
申込先・問合せ先　富山県障害者スポーツ協会

〒931-8443　富山市下飯野70-4　℡ 413-2248

ハゼ釣り
日時　10月19日（日）7時～
場所　水橋漁港周辺
参加費等は、チラシを参照ください。

事件ニュース 上市警察署
℡472-0110

特殊詐欺の被害防止
　県下での特殊詐欺の認知件数は、7月末現在73件（前年
比＋34件）、被害額は、約2億7,500万円（前年比約＋4,000
万円）となっています。
　当署管内においても、2件（被害額約360万円）の特殊詐
欺事件が発生しており、被害に逢わないよう注意しましょう。

『詐欺被害を防止するためには』
◦レターパックや宅配便での現金送金の要求
◦社債、未公開株、ダイヤモンド購入等のもうけ話
◦心当たりのないパンフレットや身に覚えのない者からの
電話

などは、「詐欺」の可能性がありますので十分注意しましょう。

　また、特殊詐欺等の不審電話には、不審電話撃退機能付
の電話の設置が有効です。
　お金はすぐに振り込まず、家族や警察などに相談しま
しょう。

富山県障害者スポーツ指導員
養成講習会（初級）のご案内

〜スポーツを通して、障がいをもつ人たちに
体を動かすことの楽しさを伝える資格です〜
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お知らせのページ

法
人
村
民
税
法
人
税
割

の
税
率
改
正
に
つ
い
て

～
平
成
26
年
10
月
1
日
以
後
に

開
始
す
る
事
業
年
度
か
ら
適
用
～

　

平
成
26
年
度
税
制
改
正
に
よ
り
、
法
人
住

民
税
法
人
税
割
の
一
部
が
国
税
化
さ
れ
、
そ

の
税
収
全
額
が
地
方
交
付
税
と
し
て
地
方
へ

配
分
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
伴
い
、
本
村
で
は
法
人
の
村
民
税

法
人
税
割
の
税
率
を
次
の
と
お
り
引
き
下
げ

ま
す
。

舟
橋
村
の
法
人
税
割
の
税
率

平
成
26
年
9
月
30
日
以
前
に
開
始
す
る
事

業
年
度
…
１
４
・
７
％
（
現
行
）

平
成
26
年
10
月
1
日
以
後
に
開
始
す
る
事

業
年
度
…
１
２
・
１
％
（
改
正
後
）

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

総
務
課　

℡
４
６
４

−

１
１
２
１

　

8
月
24
日
㈰
に
実
施
し
ま
し
た
古
紙
回
収

は
多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
え

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

収
益
金
は
、
育
成
活
動
費
と
し
て
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

舟
橋
小
学
校
育
成
会

　

医
療
と
介
護
の
両
方
か
ら
保
険
給
付
を
受

け
て
い
る
世
帯
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
の

も
の
で
す
。

　

世
帯
で
同
じ
医
療
保
険［
国
民
健
康
保
険
・

後
期
高
齢
者
医
療
・
会
社
の
健
康
保
険
な
ど
］

に
加
入
し
て
い
る
被
保
険
者
ご
と
に
計
算
し

た
一
部
負
担
金
と
、
世
帯
員
の
介
護
保
険
の

一
部
負
担
金
を
合
算
し
、
1
年
間
（
毎
年
8

月
～
翌
年
7
月
）
の
合
算
額
が
、
基
準
額
を

超
え
た
金
額
が
申
請
に
よ
り
支
給
さ
れ
ま
す
。

注
医
療
保
険
の
高
額
療
養
費
や
介
護
保
険
の

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
な
ど
を
差
し
引
い

た
後
の
金
額
で
す
。

　

入
院
・
入
所
時
の
食
費･

居
住
費
、
差

額
ベ
ッ
ド
代
な
ど
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

例
世
帯
全
員
が
住
民
税
非
課
税
で
、
医
療
保

険
と
介
護
保
険
で
合
計
50
万
円
と
し
た
ら

　

50
万
円

−

31
万
円（
基
準
額
※
）＝
19
万
円

　

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

（
※
基
準
額
は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
や
世

帯
員
の
年
齢
等
に
よ
り
多
少
異
な
り
ま
す
。）

　

詳
し
く
は
、
中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

介
護
保
険
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆ 

10
月
の
保
険
料
（
65
歳
以
上
の
方
）

★
特
別
徴
収 

第
４
期（
10
月
の
公
的
年
金
支

払
い
時
に
天
引
き
さ
れ
ま
す
。）

★
普
通
徴
収 

第
４
期（
10
月
31
日
㈮
納
期
限
）

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合

介
護
保
険
課　

℡
４
６
４

−

１
３
１
６

地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
募
集

　

中
新
川
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
、
平
成

29
年
4
月
1
日
に
開
設
が
見
込
ま
れ
る
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

募
集
対
象
事
業
所

認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
事
業
所

1
箇
所
（
2
ユ
ニ
ッ
ト
18
人
）

募
集
地
域
等

対
象
町
村
名（
日
常
生
活
圏
域
）
上
市
町

対
象
地
区　

上
市
、
南
加
積
地
区

応
募
要
件

・
応
募
者
は
法
人
で
あ
る
こ
と
。

・
募
集
対
象
事
業
所
の
他
に
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
及
び
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
看
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
が

併
設（
募
集
対
象
事
業
所
の
サ
ー
ビ
ス
提
供

開
始
後
2
年
以
内
に
併
設
）さ
れ
る
こ
と
。

応
募
方
法

　

申
請
書
等
の
書
類
を
中
新
川
広
域
行
政
事

務
組
合
介
護
保
険
課
へ
持
参

※
持
参
す
る
日
時
を
あ
ら
か
じ
め
お
電
話
に

て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
領
及
び
申
請
書
は
組
合
ホ
ー
ム
ペ

　

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く
だ
さ
い
。

http://w
w

w
.union.nakaniikaw

a.toyam
a.jp/

【
受
付
期
間
】
10
月
20
日
㈪
～
31
日
㈮

【
受
付
時
間
】
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

15
分（
土
日
及
び
閉
庁
日
を
除
く
）

　

応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
先　
中
新
川
広
域
行
政

事
務
組
合　
介
護
保
険
課
保
険
業
務
係

℡
４
６
４

−

１
３
１
６
FAX
４
６
３

−

３
１
９
９

〒
９
３
０

−０
２
８
８
中
新
川
郡
舟
橋
村
国
重
２
４
２

介
護
保
険
ア
レ
コ
レ

高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
制
度
に
つ
い
て

行
政
相
談
週
間
と

定
例
行
政
相
談
所
開
設

　

総
務
省
で
は
、
行
政
相
談
週
間
（
10
月
20

日
㈪
～
26
日
㈰
）
と
し
て
一
日
合
同
行
政
相

談
所
を
開
設
す
る
な
ど
、
各
種
行
事
を
全
国

一
斉
に
実
施
し
ま
す
。

一
日
合
同
行
政
相
談
所（
富
山
会
場
）

○
日
時　

10
月
15
日
㈫

午
前
10
時
～
午
後
3
時

○
場
所　
Ｊ
Ｒ
富
山
駅
前
Ｃ
Ｉ
Ｃ
ビ
ル
5
階

多
目
的
ホ
ー
ル

　

当
村
で
も
、
次
の
と
お
り
定
例
行
政
相
談

所
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

登
記
、
年
金
、
保
険
、
福
祉
、
道
路
、
窓

口
サ
ー
ビ
ス
な
ど
役
所
の
仕
事
に
つ
い
て
、

困
っ
て
い
る
こ
と
や
知
り
た
い
こ
と
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
こ
の
機
会
に
ご
遠
慮
な
く

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

定
例
行
政
相
談
所

○
日
時　

10
月
21
日
㈫

午
後
１
時
30
分
～
午
後
4
時

○
場
所　

舟
橋
会
館　

2
階
相
談
室

○
相
談
受
付　

行
政
相
談
委
員　
山
岸
克
彦

　

こ
の
ほ
か
、
総
務
省
富
山
行
政
評
価
事
務

所
で
も
ご
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

総
務
省
富
山
行
政
評
価
事
務
所
行
政
相
談
課

〒
９
３
０

−０
８
５
６
富
山
市
牛
島
新
町
11

−

7

富
山
合
同
庁
舎
5
階

　

℡
０
５
７
０

−

０
９
０
１
１
０

※
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ
電
話
な
ど
は
、
つ
な
が
ら
な
い

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
利
用
の
電
話
機
が
つ
な

が
ら
な
い
場
合
は
、
４
３
１

−

１
１
０
０
に
お

か
け
く
だ
さ
い
。

お知らせ

地
域
の
皆
様

古
紙
回
収
の
ご
協
力

　
　

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
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国
民
年
金
保
険
料
を

納
め
忘
れ
た
と
き
は

「
労
働
条
件
相
談

　

ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」を

開
設
し
ま
す

～
平
日
夜
間
・
土
日
に
、
無
料
の

電
話
相
談
を
９
月
か
ら
実
施
～

　

厚
生
労
働
省
は
、
若
者
の
「
使
い
捨
て
」

が
疑
わ
れ
る
企
業
等
へ
の
取
組
強
化
の
一
環

と
し
て
、
平
成
26
年
9
月
1
日
か
ら
、
平
日

夜
間
・
土
日
に
、
誰
で
も
労
働
条
件
に
関
し

て
、無
料
で
相
談
で
き
る
電
話
相
談
窓
口
「
労

働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
を
開
設
し
ま

す
（
委
託
事
業
）。

　
「
労
働
条
件
相
談
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
」
は
、

違
法
な
時
間
外
労
働
・
過
重
労
働
に
よ
る
健

康
障
害
・
賃
金
不
払
残
業
な
ど
の
労
働
基
準

関
係
法
令
に
関
す
る
問
題
に
つ
い
て
、
専
門

知
識
を
持
つ
相
談
員
が
、
法
令
・
裁
判
例
な

ど
の
説
明
や
各
関
係
機
関
の
紹
介
な
ど
を
行

う
電
話
相
談
で
す
。
電
話
相
談
は
、労
働
者
・

使
用
者
に
関
わ
ら
ず
誰
で
も
無
料
で
、
全
国

ど
こ
か
ら
で
も
利
用
で
き
ま
す
。
匿
名
で
の

相
談
も
可
能
で
す
。

フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
　

０
１
２
０

−

８
１
１

−

６
１
０

（
は
い
！
ろ
う
ど
う
）

携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
も
利
用
可
能

・
開
設
期
間　

平
成
26
年
9
月
1
日
㈪
～

平
成
27
年
3
月
31
日
㈫

・
受
付
時
間　

平
日（
月
・
火
・
木
・
金
）

17
時
～
22
時

土
日　
　
　
　

10
時
～
17
時

※
12
月
6
日
㈯
は
、
12
時
～
17
時

※
年
末
・
年
始
（
12
月
29
日
～
1
月
3
日
ま

で
）
は
除
く
。

後
納
制
度
で
将
来
の
年
金
額
を

増
や
せ
ま
す

　

後
納
制
度
と
は
、納
期
限
よ
り
2
年
を
経
過

し
た
場
合
、時
効
に
よ
っ
て
納
付
す
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
り
ま
す
が
、過
去
10
年
間
に
納
め

忘
れ
た
保
険
料
に
つ
い
て
は
、平
成
24
年
10
月

１
日
か
ら
平
成
27
年
9
月
30
日
ま
で
の
3
年

間
に
限
り
、
厚
生
労
働
大
臣
の
承
認
を
う
け

た
う
え
で
、時
効
に
よ
り
納
付
で
き
な
か
っ
た

期
間
の
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。（「
後
納
制
度
と
い
い
ま
す
。」）

　

こ
の
制
度
で
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
納
付
し
た
期
間
が
不
足
し
た
こ
と
に

よ
り
年
金
の
受
給
が
で
き
な
か
っ
た
方
が
、
年

金
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

過
去
10
年
以
内
に
納
め
忘
れ
の
保
険
料
が

あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
後
納
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
後
納
制
度
が
利
用
で
き
る
期
限

は
、
平
成
27
年
9
月
30
日
ま
で
と
な
っ
て
い

ま
す
。
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

後
納
保
険
料
の
納
付
書
の

「
使
用
期
限
」に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

使
用
期
限
が
平
成
26
年
度
内
に
な
っ
た
納

付
書
を
お
持
ち
で
な
い
方
は
、
お
電
話
で
ご

連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
改
め
て
郵
送
し
ま
す
。

　

納
付
書
を
ご
希
望
の
方
は
国
民
年
金
保
険

料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
、
ま
た
は
魚
津
年
金
事
務

所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

◦
国
民
年
金
保
険
料
専
用
ダ
イ
ヤ
ル（
ナ
ビ

ダ
イ
ヤ
ル
）０
５
７
０

−

０
１
１

−

０
５
０

受
付
時
間

　

月
曜
日　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
7
時

　

火
～
金
曜
日

　
　
　
　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

　

第
2
土
曜
日

　
　

午
前
9
時
30
分
～
午
後
4
時

◦
魚
津
年
金
事
務
所

　
　

０
７
６
５

−

２
４

−

１
４
９
４

新
川
糖
尿
病
フ
ォ
ー
ラ
ム

富
山
県（
地
域
別
）最
低
賃
金

が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　
　

現
代
病
と
い
わ
れ
て
い
る
糖
尿
病
に
つ

　
　

い
て
、
楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

関
心
の
あ
る
方
は
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

平
成
26
年
11
月
8
日
㈯

　
　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
～
4
時

会
場　

新
川
文
化
ホ
ー
ル
（
魚
津
市
）

会
費　

無
料
（
医
療
関
係
者
５
０
０
円
）

内
容

第
１
部　
『
楽
し
く
学
ぼ
う　
糖
尿
病
劇
場
』

13
時
35
分
～
14
時
15
分

富
山
労
災
病
院　
Ｄ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

第
２
部　
『
し
な
や
か
な
足
を
め
ざ
し
て
』

　

14
時
25
分
～
14
時
40
分

富
山
労
災
病
院　
フ
ッ
ト
ケ
ア
チ
ー
ム

第
３
部　

特
別
講
演

「
糖
尿
病
を
治
療
す
る
に
あ
た
っ
て
注
意
す

る
点
」 

14
時
55
分
～
15
時
55
分

富
山
大
学
附
属
病
院

第
一
内
科　
診
療
准
教
授　

石
木　

学

座
長　

富
山
労
災
病
院

内
科（
糖
尿
病
・
内
分
泌
科
）
村
上
史
峰

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

事
務
局　

黒
部
市
民
病
院
内
科

℡
０
７
６
５

−

５
４

−

２
２
１
１

　

平
成
26
年
10
月
1
日
か
ら
富
山
県
（
地
域

別
）
最
低
賃
金
は
、
時
間
額
７
２
８
円
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
最
低
賃
金
は
、常
用
・
臨
時
・
パ
ー
ト
・

ア
ル
バ
イ
ト
（
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
含
む
。）

な
ど
労
働
者
の
雇
用
形
態
や
呼
称
を
問
わ
ず

富
山
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
と
そ
の

使
用
者
に
適
用
さ
れ
る
も
の
で
、
こ
の
金
額

に
満
た
な
い
金
額
で
労
働
者
を
使
用
す
る
と

最
低
賃
金
法
違
反
と
な
り
ま
す
。

　

詳
し
い
こ
と
は
、富
山
労
働
局
賃
金
室（
℡

４
３
２

−

２
７
３
５
）
又
は
最
寄
り
の
労
働

基
準
監
督
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お知らせ

入
札
結
果
を
公
表
し
ま
す

（
金
額
は
税
込
）

8
月
28
日

舟
橋
会
館
屋
根
雨
水
排
水
等
改
修
工
事

落
札
業
者　

㈱
吉
川
工
業

落
札
金
額　

８
、５
３
２
、０
０
０
円

8
月
28
日

村
道
稲
荷
西
部
線
外
消
雪
取
水
施
設
整
備
工
事

落
札
業
者　

㈱
サ
ン
コ
ー

落
札
金
額　

５
、９
４
０
、０
０
０
円

8
月
28
日

村
道
稲
荷
西
部
線
外
散
水
消
雪
施
設
整
備
第
１
工
区
工
事

落
札
業
者　

㈱
中
川
工
業

落
札
金
額　

８
、７
４
８
、０
０
０
円

8
月
28
日

村
道
稲
荷
西
部
線
外
散
水
消
雪
施
設
整
備
第
２
工
区
工
事

落
札
業
者　

㈱
森
崎

落
札
金
額　

８
、６
４
０
、０
０
０
円

9
月
3
日

舟
橋
駅
南
駐
車
場
線
外
散
水
消
雪
施
設
整
備
工
事

落
札
業
者　

㈱
森
崎

落
札
金
額　

４
、８
６
０
、０
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

℡
４
６
４

−

１
１
２
１



102014.10−ふなはし

検
索　

富
山
県　

Ｐ
Ｃ
Ｂ

お知らせのページ
「
法
の
日
」週
間
を
迎
え
て

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
有
し
て
い
る

電
気
機
器
を
使
用
ま
た
は

保
管
し
て
い
な
い
か
点
検

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
！

　

10
月
1
日
は
、「
法
の
日
」
で
す
。「
法
の

日
」
は
、
国
民
の
皆
さ
ん
に
、
法
の
役
割
や

重
要
性
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
き
っ
か

け
に
な
る
よ
う
に
と
、
裁
判
所
、
検
察
庁
及

び
弁
護
士
会
の
協
議
で
提
唱
さ
れ
、
昭
和
35

年
、
政
府
に
よ
っ
て
「
国
を
あ
げ
て
法
の
尊

重
、
基
本
的
人
権
の
擁
護
、
社
会
秩
序
の
確

立
の
精
神
を
高
め
る
た
め
の
日
」
と
し
て
定

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

裁
判
所
、
法
務
省
、
検
察
庁
及
び
弁
護
士

会
で
は
、
10
月
1
日
か
ら
の
1
週
間
を
「
法

の
日
」
週
間
と
し
、
毎
年
全
国
各
地
で
各
種

の
行
事
を
実
施
し
て
い
ま
す
。裁
判
所
で
は
、

全
国
各
地
で
法
や
裁
判
手
続
に
関
す
る
説
明

会
や
見
学
会
、
講
演
会
等
の
催
し
を
行
う
予

定
で
す
。

　

Ｐ
Ｃ
Ｂ
を
含
む
電
気
機
器
（
変
圧
器
、
コ

ン
デ
ン
サ
ー
、
家
庭
用
を
除
く
照
明
用
安
定

器
な
ど
）
を
使
用
又
は
保
管
し
て
い
る
と
き

は
Ｐ
Ｃ
Ｂ
特
別
措
置
法
に
基
づ
き
届
出
が
必

要
で
す
。

　

事
業
所
の
電
気
室
、
キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
、
倉

庫
な
ど
点
検
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
が
さ
れ

て
い
な
い
場
合
は
、
直
ち
に
届
出
を
行
う
と

と
も
に
、
適
正
に
保
管
、
処
理
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
富
山
県
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

自
賠
責
保
険
・

自
賠
責
共
済
の
ご
案
内

　
「
法
の
日
」
週
間
に
ち
な
ん
で
裁
判
所
で
実

施
さ
れ
る
各
地
の
行
事
は
、「
裁
判
所
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
」（http://w

w
w

.courts.go.jp/

）

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
サ
イ
ト
で
は
裁

判
例
情
報
や
司
法
統
計
な
ど
の
様
々
な
情
報

を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
裁
判
員
制

度
の
詳
し
い
情
報
に
つ
い
て
は
、
裁
判
員
制

度
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://w

w
w

.saibanin.
courts.go.jp/

）で
、紹
介
し
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
ア
ク
セ
ス
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

自
賠
責
が

あ
な
た
と
家
族
を
守
り
ま
す

　

交
通
事
故
に
よ
る
死
傷
者
数
は
年
々
減
少

傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
平
成
25
年
の
事
故
発

生
件
数
は
約
63
万
件
、
死
傷
者
数
は
約
79
万

人
と
、
国
民
の
誰
も
が
交
通
事
故
の
被
害
者

に
も
加
害
者
に
も
な
り
得
る
極
め
て
深
刻
な

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

交
通
事
故
は
車
社
会
の
負
の
部
分
で
あ

り
、
被
害
者
に
と
っ
て
も
加
害
者
に
と
っ
て

も
悲
惨
な
結
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
す
。

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の
ク
ル

マ
・
バ
イ
ク
1
台
ご
と
に
加
入
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
お
り
、
加
害
者
の
賠
償
責
任
を
担
保

す
る
こ
と
で
、
被
害
者
の
基
本
的
な
賠
償
を

保
障
す
る
制
度
で
あ
り
、
被
害
者
の
救
済
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

一
人
一
人
が
、
よ
り
一
層
自
賠
責
制
度
の

役
割
や
重
要
性
、
保
険
金
・
共
済
金
の
支
払

い
の
し
く
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
・
認
識
す

る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。

「
法
の
日
」
週
間
に
実
施
さ
れ
る

行
事
に
参
加
し
て
、
法
を
身
近
に

感
じ
て
み
ま
せ
ん
か
？

【
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル（
Ｐ
Ｃ
Ｂ
）廃
棄
物
に

つ
い
て（
処
理
、
届
出
及
び
保
管
状
況
等
）

　

問
い
合
わ
せ
先

富
山
県
生
活
環
境
文
化
部
環
境
政
策
課

廃
棄
物
対
策
班

℡
４
４
４

−

９
６
１
８

看
護
職
員
就
業
支
援
相
談

　

富
山
県
で
は
、
県
看
護
協
会
に
委
託
し
、

再
就
業
等
を
希
望
す
る
看
護
職
員
等
に
対

し
、
看
護
の
専
門
相
談
員
に
よ
る
情
報
提
供

や
復
職
に
対
す
る
悩
み
等
に
対
す
る
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

事
前
予
約
は
不
要
、
相
談
は
無
料
で
す
。

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

場
所
・
日
程

（
平
成
26
年
10
月
〜
平
成
27
年
3
月
）　

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
富
山　

第
4
水
曜
日

10
月
22
日
、
11
月
26
日
、

12
月
24
日
、
1
月
28
日
、

2
月
25
日
、
3
月
25
日

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
滑
川　

第
3
木
曜
日

10
月
16
日
、
11
月
20
日
、

12
月
18
日
、
1
月
15
日
、

2
月
19
日
、
3
月
19
日

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
魚
津　

第
2
水
曜
日

10
月
8
日
、
11
月
12
日
、

12
月
10
日
、
1
月
14
日
、

2
月
4
日（
第
2
が
休
日
の
た
め
）、

3
月
11
日

相
談
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
4
時

対
象
者　

未
就
業
の
看
護
職
員
や
看
護
職
に

興
味
を
お
持
ち
の
方

　

問
い
合
わ
せ
先　
富
山
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

℡
４
３
３

−

５
２
５
１

　
（
富
山
県
看
護
協
会　
　

℡
４
３
３

−

５
６
８
０
）

自
賠
責
保
険
・
自
賠
責
共
済
な
し

で
の
運
行
は
法
令
違
反
で
す
！

　

自
賠
責
保
険
・
共
済
は
、
万
一
の
自
動
車

事
故
の
際
の
基
本
的
な
対
人
賠
償
を
目
的
と

し
て
、自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
に
基
づ
き
、

原
動
機
付
自
転
車
を
含
む
す
べ
て
の
自
動
車

に
加
入
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
自
賠
責

保
険
・
共
済
な
し
で
運
行
す
る
こ
と
は
法
令

違
反
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

　

問
い
合
わ
せ
先

富
山
地
方
裁
判
所

富
山
家
庭
裁
判
所



11−2014.10ふなはし

行　　　事 対　象　者 実 施 期 日 受 付 時 間 場　　所 備　　　考

特 定 健 診 及 び
後期高齢者健診
（医療機関健診）

◦40歳以上の舟橋村国
民健康保険加入の方
◦75歳以上の方

期間は、10月31日㈮までです
中 新 川 郡 の
指 定 さ れ た
医 療 機 関

・受診券及び保険証をご持参くだ
さい

・受診する際は電話等で予約して
ください

・舟橋村国民健康保険以外（各会
社の健康保険組合等）の方も受
診できます。詳細は、それぞれ
の健康保険組合等からの案内を
ご覧ください

メ タ ボ 快 笑！
毎日快腸！教室

・健康に関心のある方
・定期的に運動をした
い方

10月 3 日㈮
午前9：00〜9：30 舟 橋 会 館

・村の保健指導対象者の方
以外は参加費が必要です

・詳細は、保健師までお問
い合わせください10月17日㈮

1歳6か月児歯科健康診査
むし歯予防教室

◦10、11月の1歳6か
月児健診対象の方
◦フッ素塗布希望の方

10月 6 日㈪ 午後1：10〜1：40 舟 橋 会 館
◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、問診用紙を
ご持参ください

◦歯をみがいてきてください

ちびっこひろば 生後3か月以上のお子
さんとその養育者の方 10月10日㈮ 午前9：30〜10：00 舟 橋 会 館

お気軽にお越しください
＊内容は、「マーマヨガ＆タッ
チタッチ」です

乳幼児健康診査
◦4か月児のお子さん
◦1歳 6か月児のお子
さん

10月15日㈬ 午後1：00〜1：30 舟 橋 会 館
◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票をご
持参ください

子 育 て 相 談
（担当：心理相談員）

相談を希望される方 10月15日㈬ 午後1：30〜3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です
お気軽にお越しください

母 乳 育 児 相 談
（担当：助産師）

相談を希望される方 10月15日㈬ 午後1：30〜3：30 舟 橋 会 館 予約は不要です
お気軽にお越しください

３歳児健康診査 平成23年6月生まれの
お子さん 10月23日㈭ 午後1：00〜1：30 上市町保健福祉

総合センター

◦対象の方にはご案内します
◦母子健康手帳、健診票等を
ご持参ください

結核・肺がん検診
（胸部レントゲン撮影等）

①特定健診
②後期高齢者健診
③40歳未満の健診
（集団健診）

40歳以上の方で今年度
まだ受診していない方

①40〜74歳の舟橋村国
　民健康保険加入の方
②75歳以上の方
③40歳未満の方

10月28日㈫ 午前9：00〜10：00 舟 橋 会 館

◦受診券及び保険証をご持
参ください
◦舟橋村国民健康保険以外
（各会社の健康保険組合等）
の方も受診できます。詳細
は、それぞれの健康保険組
合等からの案内をご覧くだ
さい

前立腺がん検診
（血液検査）

40歳以上で希望する
男性

◦ご加入の医療保険証をご
持参ください

健 康 相 談
（担当：保健師・

管理栄養士）
相談を希望される方

10月 3 日㈮

午後5：00〜7：30

舟 橋 会 館

予約は不要です。お気軽に
お越しください

※３日は、「食事・栄養相談日」
です

10月17日㈮

10月31日㈮

10月10日㈮
午後1：00〜4：00

10月24日㈮

胃 が ん 検 診
大 腸 が ん 検 診 職場や医療機関で受診

する機会がなく、今年
度まだ受診していない
方

11月12日㈬

午前8：00〜9：00

舟 橋 会 館

◦受診券をご持参ください
◦受診券がない方も受診で
きますので、お問い合わせ
ください

乳 房 が ん 検 診
子 宮 が ん 検 診 午後1：00〜2：00

骨粗しょう症検診 午後1：30〜2：30

子宮がん施設検診 20歳以上の方で希望さ
れる方 村から郵送された受診券を使用し

ます。手元に受診券がない方は、
生活環境課までご連絡ください

県内の婦人科病院
（県立中央病院と
富山大学附属病院
を除く）

＊70歳以上と節目の方は無料です
※胃・大腸・子宮・乳房がん検診
は、「富山県健康増進センター」
で受けることも可能です

＊大腸・乳房・子宮頸がん検診の
クーポンをお持ちの方はぜひご
活用ください

肺・胃・大腸・乳房
が ん 施 設 検 診

肺・胃・大腸：40歳以上
の方で希望される方

乳房：30歳以上の方で
　希望される方

「かみいち総合
病院」

「済生会富山病院」

◆　健康診査・教室・予防接種等のお知らせ　◆

ほけんだより

【問い合わせ先】生活環境課 保健師まで　ＴＥＬ４６４－１１２１
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水
痘（
水
ぼ
う
そ
う
）ワ
ク
チ
ン

〈
対
象
者
と
接
種
回
数
〉

・
１
歳
～
3
歳
未
満
…
2
回

・
3
歳
～
5
歳
未
満
…
１
回
（
本

年
度
の
み
）

〈
注
意
事
項
〉

・
水
痘
（
水
ぼ
う
そ
う
）
罹
患
者

は
対
象
外
で
す
。

・
任
意
接
種
と
し
て
既
に
水
痘

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を
受
け
た
方

は
、
既
に
接
種
し
た
回
数
分
の

接
種
を
受
け
た
も
の
と
み
な
し

ま
す
。

〈
案
内
方
法
に
つ
い
て
〉

・
対
象
者
の
方
に
は
、
9
月
中
旬

に
個
別
に
案
内
を
郵
送
し
ま
し

た
。

・
3
歳
か
ら
5
歳
未
満
の
方
で
、

接
種
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

男 女

舟橋村 79.6 87.0

富山県 79.7 86.8

全国 79.6 86.4

順位 死因名 人数

第１位 悪性新生物 34

第２位 心 疾 患 23

第３位 肺 炎 16

第４位 脳血管疾患 14

第５位 不慮の事故 9

行かんまいけ！がん検診
　

が
ん
は
、
時
間
を
か
け
て
細
胞
が
「
が

ん
化
」
す
る
こ
と
で
、
発
症
し
ま
す
。
予

防
す
る
に
は
、
規
則
正
し
い
生
活
や
、
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
十
分
な
休
息
、
ス

ト
レ
ス
を
た
め
な
い
等
が
あ
り
ま
す
が
、

自
分
の
体
に
が
ん
細
胞
が
な
い
か
、
き
ち

ん
と
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
も
大
切
で
す
。

　

年
に
1
回
、
が
ん
検
診
を
受
け
、
自
分

の
体
を
見
つ
め
直
し
ま
し
ょ
う
！
早
期
発

見
・
早
期
治
療
は
救
命
率
を
確
実
に
ア
ッ

プ
し
ま
す
！

《
村
の
今
後
の
検
診
日
程
》

「
ほ
け
ん
だ
よ
り
（
Ｐ
11
）」
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

★舟橋村の現状★
　【平均寿命】� （歳）

（平成22年国勢調査結果より）

国のキャッチフレーズ

『がん検診　愛する家族への　贈りもの』
家族のために、長生きしよう！

　【死因順位（Ｈ18～22年）】

（人口動態結果より）

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン

〈
対
象
者
〉

・
今
年
度
65
歳
、
70
歳
、
75
歳
、

80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、
95
歳
、

100
歳
の
方

・
101
歳
以
上
の
方（
本
年
度
の
み
）

・
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
で
、

心
臓
・
腎
臓
・
呼
吸
器
の
機
能

又
は
ヒ
ト
免
疫
不
全
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障
が
い

を
有
す
る
方

〈
注
意
事
項
〉

・
任
意
接
種
と
し
て
既
に
成
人
用

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
を

受
け
た
方
は
対
象
外
で
す
。

・
5
年
間
か
け
て
、
65
歳
以
上
の

方
全
員
に
接
種
の
機
会
を
設
け

ま
す
。

〈
案
内
方
法
に
つ
い
て
〉

・
対
象
者
の
方
に
は
、
9
月
下
旬

に
個
別
に
接
種
券
を
郵
送
し
ま

し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
先

　
　

生
活
環
境
課　
保
健
師

℡
４
６
４

−

１
１
２
１

　今年度より『前立腺がん検診』を開
始しました。血液検査で分かるPSA
値 ( 前立腺から産生されるタンパク質
濃度 )を測定し、前立腺の状態を調べ
る検査です。集団健診会場（舟橋会館）
で行います。詳細は「ほけんだより」
をご覧ください。

10
月
1
日
か
ら
水
痘
ワ
ク
チ
ン
と

高
齢
者
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
が

　
定
期
の
予
防
接
種
に
追
加
さ
れ
ま
す
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こんにち
は図書館です

おはなし会
新着図書

＊一般書
こんなに使える！レモン塩レシピブック

井澤由美子
おわらない音楽（私の履歴書） 小 澤 征 爾
日本の地震地図

― 南海トラフ・首都直下地震対応版 ―

岡 田 義 光
＊小説・エッセイ

明日の子供たち 有 川 　 浩
銀翼のイカロス［半沢直樹シリーズ］ 池井戸　潤
流転の歌人　柳原白蓮

― 紡がれた短歌とその生涯 ― 馬場あき子
泣いたの、バレた？ 酒 井 順 子

＊児童書
たんぽぽの目　― 村岡花子童話集 ― 村 岡 花 子
じつはよるのほんだなは 澤 野 秋 文
どうぶつしんちょうそくてい 高 畠 　 純
大研究　動物うんこ図鑑 国土社編集部

その他多数新着図書あります。

ＴＥＬ・ＦＡＸ４６３−５８３１
開館時間　平 日　10:00〜19:00（11月〜 3月は10:00〜18:00）

土・日　10:00〜17:00
休館日　　月曜日・祝日・毎月最終木曜日・蔵書点検日

●イソップおはなし会
10月18日㈯　午後 2時より　2階談話室

●ちっちゃなちっちゃな おはなし会
10月12日㈰
10月19日㈰
10月26日㈰

午前11時より
１階絵本コーナー

快
適
な
睡
眠
の
た
め
に

ミ
ニ

け
ん
こ
う
広
場
�

　
睡
眠
と
健
康
に
は
密
接
な
関
係
が

あ
り
、
睡
眠
不
足
や
睡
眠
の
質
の
低

下
は
、
日
常
生
活
に
様
々
な
影
響
を

及
ぼ
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
標
準
的
な

睡
眠
時
間
や
快
適
睡
眠
の
ポ
イ
ン
ト

を
紹
介
し
ま
す
。

〈
標
準
的
な
睡
眠
時
間
〉

　
成
人
の
標
準
的
な
睡
眠
時
間
は
6

時
間
以
上
8
時
間
未
満
で
す
。
日
中

に
眠
気
で
困
ら
な
い
程
度
の
睡
眠
を

と
り
ま
し
ょ
う
。
睡
眠
時
間
は
、
加

齢
に
伴
い
徐
々
に
短
く
な
り
ま
す
。

〈
世
代
別
、
快
眠
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・
若
年
世
代
…
夜
更
か
し
を
避
け
て

体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
を
保
ち
ま
し

ょ
う
。

・
勤
労
世
代
…
し
っ
か
り
睡
眠
時
間

を
確
保
し
て
、
疲
労
回
復
・
能
率

ア
ッ
プ
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

・
熟
年
世
代
…
朝
晩
に
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
、
必
要
以
上
の
睡
眠
は
と
ら

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
睡
眠
障
害
は
、
労
働
災
害
や
交
通

事
故
の
原
因
に
も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

不
眠
症
状
が
続
く
場
合
は
、
医
療
機

関
を
受
診
す
る
な
ど
早
め
の
対
処
を

行
い
ま
し
ょ
う
。

テ
ー
マ

第７回舟橋村美術会展

郷土の歴史を探る講演会
◦日時　10月25日㈯　午後１時30分～

◦場所　舟橋村立図書館　談話室
　　講師　須 山 盛 彰氏
　　テーマ　こんな時代もあったんだ

―舟橋村の戦中・戦後―

美術会員による絵画・書・ガラス・彫刻作品
を展示します！

10月8日㈬～10月26日㈰
舟橋村立図書館で開催

日時　10月３日㈮～５日㈰
　　　　　午前10時～午後 5時
場所　舟橋村立図書館　談話室

＊26日㈰に事業協力している富山北部高校の生徒さんによる
　おはなし会を開催します。
（図書館の利用マナーを呼びかける自作の紙芝居など…）

富山県図書館協会
「図書館マナーアップキャンペーン」
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日 月 火 水 木 金 土
1

燃やせるごみ
2

燃やせないごみ
3

燃やせるごみ
4

5 6

燃やせるごみ
7
プラスチック製
容器包装

8

燃やせるごみ
9

びん・缶
10

燃やせるごみ
11

12 13

体育の日
14
プラスチック製
容器包装

15

燃やせるごみ
16

燃やせないごみ
17

燃やせるごみ
18

19 20

燃やせるごみ
21
プラスチック製
容器包装

22

燃やせるごみ
23 びん・缶
ペットボトル
紙製容器包装

24

燃やせるごみ
25

26 27

燃やせるごみ
剪定枝回収

28

プラスチック製
容器包装

29

燃やせるごみ
30 31

燃やせるごみ
11/1

平成26年10月ごみ収集日表
ごみ収集を次のとおり実施しますのでご確認ください。

◦問い合わせ先：生活環境課　TEL 464－1121◦

　※ごみの分別方法は「家庭ごみの出し方」でご確認ください。
　※13日㈪の「燃やせるごみ」の収集はありません。

村の人口（9月1日現在）
前年同月

人口 3,073（− 3 ）3,058
男 1,489（＋ 1 ）1,489
女 1,584（− 4 ）1,569

世帯数 1,000（± 0 ）　 993
（　　）は前月比

編
集
後
記

　

お
彼
岸
も
過
ぎ
、
10
月
は
天
高
く

馬
肥
ゆ
る
秋
で
す
。
秋
は
「
食
欲
の

秋
」、「
芸
術
の
秋
」、「
読
書
の
秋
」、

「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
等
、
い
ろ
い
ろ
な

秋
と
言
わ
れ
ま
す
。
先
月
は
、
中
秋

の
名
月
、
ス
ー
パ
ー
ム
ー
ン
と
素
敵

な
秋
の
夜
の
シ
ョ
ー
が
見
ら
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
テ
ニ
ス
の
錦
織
選
手
が

全
米
テ
ニ
ス
で
準
優
勝
と
大
活
躍
。

男
子
の
四
大
大
会
シ
ン
グ
ル
ス
決
勝

進
出
は
ア
ジ
ア
初
の
快
挙
で
し
た
。

　

一
日
一
日
、
過
ご
し
や
す
く
な
る

中
で
、
心
に
芸
術
や
読
書
な
ど
で
栄

養
を
、
体
に
お
い
し
い
実
り
を
、
ま

た
適
度
な
運
動
を
与
え
た
い
も
の
で

す
。
10
月
5
日
㈰
は
住
民
運
動
会
。

皆
さ
ん
で
「
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
」
を
楽

し
み
ま
し
ょ
う
。
ま
た
10
月
8
日
㈮

は
皆
既
月
食
が
見
ら
れ
ま
す
。
秋
の

夜
長
、
素
敵
な
天
文
シ
ョ
ー
を
楽
し

ん
で
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

過
ご
し
や
す
い
10
月
で
も
油
断
は

禁
物
。
健
康
管
理
に
気
を
つ
け
て
、

一
日
一
日
、
や
わ
や
わ
元
気
に
健
康

で
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

 

お

お支払は便利な
口座振替を

ご利用ください

　
広
報
ふ
な
は
し
の
「
お
め
で
た
／
お
し
あ
わ

せ
に
／
お
く
や
み
」
欄
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

の
た
め
、
ご
本
人
・
ご
家
族
か
ら
の
依
頼
が
あ
っ

た
方
の
み
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。
掲
載
を
希
望

さ
れ
る
方
は
、届
出
の
際
に
窓
口
で
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

【
お
め
で
た
／
お
し
あ
わ
せ
に
／

お
く
や
み
】
欄
に
つ
い
て

・
河
村
康
宏　

大
翔　

竹
内

10
月
納
税

村
県
民
税 

３
期
分

国
民
健
康
保
険
税 

４
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

４
期
分

水　

道　

料

　※ごみは、収集日当日朝８時までに、決められた場所へ出してください。

日時　10月18日（土）午前 9時～12時
場所　舟橋村保育所
内容　バザーコーナー、ゲームコーナー、飲食コーナー等

保育所バザー開催

提供品は、10月10日（金）までに保育所へお持ちください。
・石鹸、タオル、洗剤、未使用のおむつ、新品もしくは新品に
近い絵本、おもちゃ（景品は除く）
・手作り品（雑巾、髪留め、アクセサリー、巾着、ポーチなど）

※当日券は、数に限りがありますので、お早めにお買い求め
ください。（前売券は保育所のみの配布になります。）
※当日券の販売・飲食品との引き換え� 午前 9 時～10時

午前11時～12時

村民の皆さんへ 献品のお願い


